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（
法
第
十
七
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
厚
生
年
金
保
険
法
第
百
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用

す
る
同
法
第
百
条
の
四
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
）

第
十
九
条
の
十
三

法
第
十
七
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
厚
生
年
金
保
険
法
第
百
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
読

み
替
え
て
準
用
す
る
同
法
第
百
条
の
四
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項

と
す
る
。

一

財
務
大
臣
（
法
第
十
七
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
厚
生
年
金
保
険
法
第
百
条
の
五
第
五
項
か
ら
第
七
項

ま
で
の
規
定
に
よ
る
委
任
が
行
わ
れ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
委
任
を
受
け
た
国
税
庁
長
官
、
国
税
局
長
又

は
税
務
署
長
）
が
滞
納
処
分
等
そ
の
他
の
処
分
を
行
う
こ
と
と
な
る
旨

二

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
当
該
滞
納
処
分
等
そ
の
他
の
処
分
の
委
任
を
受
け
た
年
月
日

三

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
任
を
受
け
た
後
に
当
該
滞
納
処
分
等
そ
の
他
の
処
分
を
担
当
す
る
財
務
省
（
法
第
十

七
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
厚
生
年
金
保
険
法
第
百
条
の
五
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
委

任
が
行
わ
れ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
国
税
庁
、
国
税
局
又
は
税
務
署
）
の
部
局
の
名
称

四

当
該
滞
納
処
分
等
そ
の
他
の
処
分
の
対
象
と
な
る
者
の
氏
名
及
び
住
所
又
は
居
所

五

当
該
滞
納
処
分
等
そ
の
他
の
処
分
の
対
象
と
な
る
者
の
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

六

当
該
滞
納
処
分
等
そ
の
他
の
処
分
の
根
拠
と
な
る
法
令

七

滞
納
し
て
い
る
特
例
納
付
保
険
料
等
の
種
別
及
び
金
額

八

そ
の
他
必
要
な
事
項

（
法
第
二
十
一
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
五
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
権
限
）

第
十
九
条
の
十
八

法
第
二
十
一
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
五
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
権
限
は
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
権
限
と
す
る
。

一

法
第
二
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
厚
生
年
金
保
険
法
第
八
十
六
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
督
促

二

法
第
二
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
厚
生
年
金
保
険
法
第
八
十
六
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
る
督
促
状
の
発
行

（
法
第
二
十
一
条
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
務
）

第
十
九
条
の
十
九

法
第
二
十
一
条
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
事
務
と
す
る
。

一

法
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
公
表
に
係
る
事
務
（
当
該
公
表
を
除
く
。）

二

第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
に
係
る
事
務
（
当
該
公
表
を
除
く
。）

（
法
第
二
十
一
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
務
に
係
る
申
請
等
）

第
十
九
条
の
二
十

法
第
二
十
一
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
務
に
係
る
申
請
、
届
出
そ
の
他
の
行
為
は
、
機
構
の

定
め
る
年
金
事
務
所
に
対
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

（
令
第
八
条
第
五
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
）

第
十
九
条
の
二
十
一

令
第
八
条
第
五
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場

合
と
す
る
。

一

機
構
の
職
員
が
、
特
例
納
付
保
険
料
等
を
納
付
し
よ
う
と
す
る
納
付
義
務
者
に
対
し
て
、
年
金
事
務
所
の
窓

口
で
の
現
金
収
納
を
原
則
と
し
て
行
わ
な
い
旨
の
説
明
を
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
納
付
義
務
者
が
特
例
納
付

保
険
料
等
を
納
付
し
よ
う
と
す
る
場
合

二

納
付
義
務
者
が
納
入
告
知
書
又
は
納
付
書
に
お
い
て
指
定
す
る
納
付
場
所
（
年
金
事
務
所
を
除
く
。）で
の
納

付
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

（
滞
納
処
分
等
そ
の
他
の
処
分
の
権
限
に
係
る
事
務
の
引
継
ぎ
等
）

第
十
九
条
の
十
四

法
第
十
七
条
第
一
項
の
委
任
に
基
づ
き
財
務
大
臣
が
滞
納
処
分
等
そ
の
他
の
処
分
の
権
限
の
全

部
又
は
一
部
を
行
う
も
の
と
す
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
大
臣
は
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一

滞
納
処
分
等
そ
の
他
の
処
分
の
権
限
に
係
る
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
財
務
大
臣
に
引
き
継
ぐ
こ
と
。

二

滞
納
処
分
等
そ
の
他
の
処
分
の
権
限
に
係
る
事
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
を
財
務
大
臣
に
引
き
継
ぐ
こ

と
。

三

そ
の
他
必
要
な
事
項

２

法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
財
務
大
臣
が
委
任
を
受
け
て
行
っ
て
い
る
滞
納
処
分
等
そ
の
他
の
処
分
の

権
限
の
全
部
又
は
一
部
を
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
と
き
は
、
財
務
大
臣
は
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一

滞
納
処
分
等
そ
の
他
の
処
分
の
権
限
に
係
る
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
厚
生
労
働
大
臣
に
引
き
継
ぐ
こ
と
。

二

滞
納
処
分
等
そ
の
他
の
処
分
の
権
限
に
係
る
事
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
を
厚
生
労
働
大
臣
に
引
き
継
ぐ

こ
と
。

三

そ
の
他
必
要
な
事
項

（
機
構
が
行
う
滞
納
処
分
等
の
結
果
の
報
告
）

第
十
九
条
の
十
五

法
第
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
厚
生
年
金
保
険
法
第
百
条
の
六
第
三
項
の
規
定
に
よ

る
報
告
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一

機
構
が
行
っ
た
差
押
え
、
参
加
差
押
え
、
交
付
要
求
及
び
財
産
の
換
価
に
係
る
納
付
義
務
者
の
氏
名
及
び
住

所
地
又
は
居
所
並
び
に
当
該
納
付
義
務
者
の
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

二

差
押
え
、
参
加
差
押
え
、
交
付
要
求
及
び
財
産
の
換
価
を
行
っ
た
年
月
日
並
び
に
そ
の
結
果

三

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

第
十
九
条
の
十
六
の
次
に
次
の
十
八
条
を
加
え
る
。

（
地
方
厚
生
局
長
等
へ
の
権
限
の
委
任
）

第
十
九
条
の
十
七

法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
は
、
地
方

厚
生
局
長
に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、
厚
生
労
働
大
臣
が
当
該
権
限
を
自
ら
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

一

法
第
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
同
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
権
限
の
全
部
又
は
一
部

を
自
ら
行
う
こ
と
と
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
権
限

二

法
第
十
六
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
厚
生
年
金
保
険
法
第
百
条
の
四
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
公
示

三

法
第
十
六
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
厚
生
年
金
保
険
法
第
百
条
の
四
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
通
知

四

法
第
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
厚
生
年
金
保
険
法
第
百
条
の
六
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
認
可

五

法
第
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
厚
生
年
金
保
険
法
第
百
条
の
六
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
受

理
六

法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
厚
生
年
金
保
険
法
第
百
条
の
十
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労

働
大
臣
が
法
第
二
十
一
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
自
ら
行
う
こ
と
と
し
た
場
合
に
お

け
る
当
該
事
務
に
係
る
権
限

七

法
第
二
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
厚
生
年
金
保
険
法
第
百
条
の
十
一
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
認
可

八

法
第
二
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
厚
生
年
金
保
険
法
第
百
条
の
十
一
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
報
告

の
受
理

２

法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
権
限
の
う
ち
地
方
厚
生
支
局
の
管
轄
区
域
に
係
る

も
の
は
、
地
方
厚
生
支
局
長
に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、
地
方
厚
生
局
長
が
当
該
権
限
を
自
ら
行
う
こ
と
を
妨
げ
な

い
。
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